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Abstract : On the foot of Mt. Morai-san in Saku-Town， located in the mid-western part of the Prefecture 

Nagano， many types of forest vegetation are distributed. The component species and the characteristics of 

the vegetation were studied in the field survey. In the present paper， the forest vegetation was summarized 

into 4 types in accordance with the concepts and methods of the Braun-Blanquet school. 
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1.はじめに

わが国の森林植生の中でも、長野県を中心とする本

州中央部には「ブナを欠いた夏緑広葉樹林域」すなわ

ち中間温帯が限られて分布することが知られている。

森林植生域としての中間温帯について、古<Mayr 

(1890)が栗帯、田中(1887)が間帯、吉良(1949)が暖帯

落葉樹林帯、さらに鈴木(1961)が中間温帯(林)との

名称で、その存在を認めている。しかし、中間温帯の

森林植生のタイプについては、大場(1975)や和田

(1982-83)が指摘しているように、相観的にも、種類

組成的にも、常緑広葉樹林(植物社会学的にはヤブツ

バキクラス)や夏緑広葉樹林(ブナクラス)ほどの独

立性の高い植生単位ではないと考えられている。

夏緑広葉樹林を代表するブナが生育せず、ミズナラ、

コナラ、シデ類などによって高木層が構成される中間

温帯林の分布域は、現在までに、その多くが人間活動

の影響を受けた二次的な植生に代えられている。した

がって、自然林としての中間温帯林に関する植物社会

学的あるいは生態学的研究は限られている。

本報では長野県南佐久郡佐久町に位置している茂来

山(海抜1718m)を対象とした現地植生調査結果、特に

中間温帯林域に当たる茂来山の山腹部に生育している

森林植生を中心にまとめている。

2.地域概況

今回の調査地である佐久地区は、南佐久郡、北佐久

郡、佐久市、小諸市の長野県2郡 2市からなり、海抜

約600mから2900mまでの多くの山々がそびえ立って

いる。佐久町は、南佐久郡の北部に位置し、海抜

700-1000mで、全体として東西に長い地形で東西とも

峡谷から山間部を作り、次第に聞けながら平地となっ

ている。佐久町の東端に十石峠(海抜1369m)があり、

群馬県と境を接し、そこを発した抜井川が西に向かつ

て流れ、千曲川に合流している。西には、八ヶ岳の横

岳 (2472m)があり、山麓を東に流れる北沢川が千曲川

へと合流している。

佐久地区は、海洋の影響が少なく、寒暖の差が激し

い気候条件となっている。年平均気温が10.2'C、1月

の平均気温が-3 'c、8月の平均気温が24'Cである。
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降水量は、表日本型をなし、 5月から10月までの半年

聞が800mm以下、 11月から翌 4月までの半年聞が300

mm以下、平均最大積雪が50cm以下、年間降水量が

1020mmと長野県内でも寡同地域である。

3.植生概況と植物相・植生の特性

長野県佐久町の調査地及び周辺地域は、関東山地の

西部にあり、西方を八ヶ岳火山群と接している。この

地域の海抜1500-1700m以下の植生は、いわゆる夏緑

広葉樹林帯(ブナクラス域)にあたり、ミズナラ、イ

タヤカエデ、ハルニレ、サワク申ルミ、アカシデ等の優

占する森林が自然植生として生育する。北方の浅間山

付近が冬季の平均最高積雪50cmであり、ほほこの線か

ら北方が裏日本になるのに対し、佐久町の茂来山の山

腹部は、それより南方の表日本側に位置している。し

たがって、この地区の植物相及び植生の多くは、太平

洋側と共通している。また、日本の夏緑広葉樹林帯を

代表する自然林;ブナの原生林は、寡悶の内陸的気候

条件のため、この地区には成立できない。

調査地は、茂来山の北側斜面を中心とする一帯であ

り、最も広い面積が植栽後15年以上経過したカラマツ

植林で占められている。景観的に森林植生の占める面

積が多いが、落葉針葉樹のカラマツをはじめ常緑針葉

樹のアカマツ、ヒノキなど植林で大部分が占められて

いる。植生調査地点は、海抜800mから海抜1200mにか

けてのいわゆる低山帝になり、主として低山帯(夏緑

広葉樹林)の植物相・植生が生育・分布している。土

地利用はかつて採草や炭の生産なども行なわれていた

が、現在ではカラマツを中心とする植林(人工林)が

広い面積を占めている。また、かつては養蚕のため一

部桑畑が開墾されていた土地もあるが、現在ではカラ

マツを中心とする植林地となっている。

4.調査法

現地では、茂来山の山麓に生育している様々な森林

植生について、自然林から二次林・植林までを対象と

して植生調査を実施している。調査対象とした個々の

植生(林分)は、均質な相観を有し、均ーと判定され

る立地環境下にあり、最小面積以上の広がりを持つも

のが選ばれている。植生調査に際しては、調査枠内に

生育している全出現種について階層別に完全な種のリ

ストが作成された。森林植生の群落階層は、植分に応

じた高きで高木第一層 (T1 )、高木第二層 (T2)、

低木層 (S)、草本層 (H)の各階層に区分している。

さらに、各階層毎に、出現する種の被度(総合優占度)
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表ー1 オオモミジーケヤキ群集

No. of releve(OH-): 調査番号 141 
Quadrat Area(nf): 謂萱面積 140 
Elevation(回): 海抜高 900 
Exposure/Steepness(・〉 方位/傾斜 L 
Height品coverof tree-l(瓜軍):高木第l層高さ，植被率 25.80
Height品coverof tree-2(皿.%):高木第2層高さ，植被率 8. 30 
Height & cover of shurb(m.'):低木眉の高さ，植被率 5.20 
Height & cover of herb(凹.~):草本層の高さ，植被率 し20
Total nu皿berof spacies: 出現種数 50 
口laracterg. differential species of ass. :群集標敏種・区分種
Zelk刀vaserra ta ケヤキ Tl. H 5・5.+ 
Kerria japonica ヤマプキ S ・2
Cornus controversa ミズキ T2 
Boehmeria tricuspis アカソ H 
I皿patienstextori ツリフネソウ H 
Elatoste田au皿bella tum var.皿ajusウワノ〈ミソウ E 
Smilax riparia var.ussuriensis シオデ E 
白E閃 ni叩 s: 随伴種
Acer皿ono イタヤカエデ Tl.S 1・1.+・2
Cha田aecyparispisifera サワラ T2 1.2 
Castenea crenata クリ T2 
Helwingia japonica ハナイカダ S ・2
Oplis田enusundulatifolius var. japonicusコチヂミt"tH ・2
Athyrium yokoscense へビノネゴザ H ・2
Enonymus oxyphyllus ツリノfナ S ・2
Viola mirabilis var. subglabra イプキスミレ H ・2
Enonymus alatus var.apterus f. ciliatodentatusコマユミ

H ・2
Phry田aleptostachya var. asiaticaハエドクソウ H +.2 
Corylus sieboldiana ツノノ、シノ〈ミ s 
Vib叫 nu回 dilatatum ガマズミ S 
Staphylea bu皿alda ミツバウツギ s 
Lindera u田bellata クロモジ s 
Wisteria floribunda フジ s 
Symplocos coreana ~ïナサワ7W S 
Stephanandra incia コゴメウツギ s 
Acer crataegifolium ウリカエデ s 
Japanobotrychiu凹 virginianu皿 ナ7ノハナワラt" H 
Sasa nipponica ミヤコザサ H 
Chloranthus japonicus ヒトリシズカ E 
Aster ageratoides var. 肝 atus ノコンギク E 
Aster ageratoides ssp. a皿plexifoliusヤマシロJド H
Aster ageratoides ssp. leiophyllusシロヨメナ H 
Chloranthus serratus フタリシズカ H 
Acanthopan spinosus ヤマウコギ H 
Akebia quinata アケビ E 
Vitis coignetiae ヤマブドウ H 
Kalopanax pictus ハリギリ H 
Liliu田cordatu皿 ウパユリ E 
Tripterosper皿U皿 japonicum ツルリンドウ E 
Smilax sieboldii ヤマカシュウ H 
Plectranthus inflexus ヤマハッカ E 
Quercus田ongolicavar. grosseserrataミズナラ E 
Trillium s田allii エンレイソウ E 
Lunathyrium pycnospru田 ミヤマシケシダ E
Athyriu田niponicum イヌワラビ H 
Dryopteris polylepis ミヤマクマワラビ E
Des田odiu田oxyphyllum ヌスピトハギ E 
Akebia trifoliata ミツバアケビ E 
Astilbe thunbergii アカショウマ E 
Thalictrum ke田ensevar.hypoleucu田アキカラマツ H 
Clinopodium gracile トウパナ H 
Loc. & date調査地:lIorai-san.Saku佐久町茂来山(1989.6.2)
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および、群度を全推定法 (Braun-Blanquet， 1964)に基

づいて測定している。

現地で収集された植生調査資料は、同ーと判定でき

る森林タイプ毎にまとめられ、それぞれの組成表が作

成された。素表、常在度表、部分表、区分表などの組

み替えをおこなった後、最終的に群落(群集)表が作

成されている。

5.調査結果一植物社会学的群落単位一

( 1 )オオモミジーケヤキ群集(表ー 1) 

Aceri amoeni-Zelkovetum serratae Miyawaki et 

al. 1979 

ケヤキの優占する森林は、長野県内各地の海抜1000

m以下の山地渓谷地に広範な分布をしている。ケヤキ

林の生育する立地は、不安定な崖円錐斜面、山腹凹状

地など土壌水分条件の湿潤な砂磯地が中心となってい

る。茂来山の山麓の霧久保沢には、高さ25m'こ達するケ

ヤキの大木が生育している。このケヤキ林は、植物社

会学的にケヤキ、ヤマフゃキ、 ミズキ、アカソ、ツリフ

ネソウ、ウワパミソウ、シオデなどを標徴種および区

分穫とするオオモミジーケヤキ群集にまとめられる。

高さ25m、植被率80%の高木第 1層にはケヤキとイ

タヤカエデ、高さ 8m，植被卒30%の高木第 2層にはミ

ズキ、クリ、サワラ(植栽された樹種)が生育してい

る。高さ 5m、植被率20%の低木層は、人為的影響を受

けているため植被が低く、ツリパナ、ツノハシバミ、

クロモジ、タンナサワフタギ、コゴメウツギなどが生

育している。高さ 1mの草本層も、植被率が20%と低い

カヘツリフネソウ、ナツノハナワラビ、ウワノ〈ミソウ、

ハクモウイノテ¥ミヤマクマワラビ、ウパユリ、フタ

リシズカ、エンレイソウなど草本植物を中心に30種以

上が生育している。出現種数は50種を数える。

中部地方のケヤキの優占する山地渓谷林としては、

富山県下からチャボカのヤーケヤキ群集、ケンポナシー

ケヤキ群集が報告されており(宮脇ほか、 1977)、山梨・

静岡県下からはアブラチャンーケヤキ群集が報告され

ている。オオモミジーケヤキ群集は、太平洋気候の影

響を強〈受ける静岡県伊豆半島、同赤石山脈南麓、同

富士山西麓、山梨県秩父山地、長野県下の佐久、伊那、

諏訪の諸盆地周辺の山麓、木曾川中上流域、岐阜県本

巣・徳山などでの生育が報告されている(大野、

1985)。ケヤキは成長が早〈、樹冠が豊富であり、有用

材であることもあり、社寺林や屋敷林としての植栽・

利用も多くみられる。

ケヤキ林は、林冠を優占するケヤキを中心とする夏

緑広葉樹林である。しかし、植物社会学的には、低海

抜地でヤブツバキクラス林(常緑広葉樹林)の構成種

を混生する林分や海抜1000m前後で、サワグルミ群団と

共通する種を特徴的に多く混生している林分まで多彩

である。そのため、オオモミジーケヤキ群集の上級単

位は、和田 (1982)がケヤキ群団、コナラ ミズナラ・

オーダーとしており、大野 (1985)がサワグルミ群団、

シオジ ハルニレ・オーダ一、ブナクラスとしている。

(2)クリーコナラ群集(表-2) 

Castaneo-Qu巴rcetumserratae Okutomi， Tsuji et 

Kodaira 1976 

茂来山の山腹から山麓にかけて広範囲に生育してい

るコナラ、クリ、ミズナラ、サワシパなど夏緑広葉樹

の優占している森林は、いずれも二次林であり、今回

海抜955mから1l00mにかけての 7地点から植生調査

資料が得られ、植物社会学的にクリーコナラ群集にま

とめられる。クリーコナラ群集は、ノリウツギ、ヤエ

ガワカンノペウツギ、 ミツノてウツギ、ツリノ〈ナ、シラ

ヤマギクなどの生育によっで標徴・区分される夏緑広

葉樹林であり、信州をはじめとする日本の山地帯に広

〈分布している。

高さ11-20mの高木層には、クリ、コナラ、ヤエ庁、ワ

カンパ、ハリギリ、ミズナラ、アカマツ、サワシパな

どが生育している。高き 3-5mの低木層は、高木層の

構成種、ウツギ、コシアブラ、リョウブ、アケビ、夕、

ンコウバイ、アオ夕、モなどが生育している。高さ0.5m

前後の草本層は、植被率が5-15%と少なく、ヒカゲ

スゲ、ベニバナイチヤクソウ、タチツボスミレなどが

生育している。出現種数は、 38-48種を数える。

佐久地区から植生調査資料が得られたクリ コナラ

群集は、下位単位としてアカマツ、サビバナナカマド、

ニッコウザサ、ハナイカダ、オニドコロ、ヒロハツリ

パナが特徴的に生育しているサビバナナカマド亜群集

と、オオヤ?フスマ、オオノ〈ギボウシ、ズミ、シラカ

ンパ、ハリギリ、チョウジザクラ、タンナサワフタギ、

ササノ〈ギンラン、ホオノキ、フジ、オオノてノトンボソ

ウが特徴的に生育するオオヤマフスマ亜群集とに区分

される。サビバナナカマド亜群集は、アカマツを高木

層に混生する林分であり、オオヤマフスマ亜群集より

もやや乾燥した立地に生育している林分である。一方、

オオヤマフスマ亜群集はシラカンパを高木層に混生し

ている林分である。

クリーコナラ群集の現存植生は広〈、ヤブツバキク

ラス域(常緑広葉樹林帯)から海抜1000m付近を上限と
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佐久・茂来山北斜面の森林植生

してブナクラス域(夏緑広葉樹林帯)の中海抜地まで

生育がみられる。なかでも、佐久地区など降水量が極

端に少ない内陸性気候の中間温帯と称される地域の潜

在自然植生は、代表的樹種のブナの自生が認められな

いために、クリ コナラ群集あるいは種組成的・群落

構造的にクリーコナラ群集と類似した森林植生と判定

される。しかし、植物社会学的には、自然林と断定で

きるクリーコナラ群集が残存しておらず、コナラ林が

比較的乾燥した貧栄養の立地に成立しており、本来的

に襟徴的な種の生育が認められていないなど、今後へ

の課題が残されている。

クリーコナラ群集の上級単位は、イヌシデーコナラ

群団、コナラーミズナラ・オーダ一、ブナクラスにま

とめられる。

( 3 )植林

茂来山の山腹には、様々な針葉樹・広葉樹の植林(造

林)が行われている。なかでも広い面積での植林樹種

は、アカマツとカラマツである。針葉樹のアカマツ、

カラマツ、スギ、ヒノキ、サワラなどは用材、ノfルフ。

材としての利用が意図されている。また、成長の早い

広葉樹のケヤマハンノキ、エンジュなどは、採石場な

どの緑化木として植栽されたものである。本報では、

植栽面積が広いアカマツとカラマツの植林を対象とし

た植生調査結果についてまとめている。

( a )アカマ、ソ植林(一部二次林を含む) (表 3 ) 

山腹部の比較的乾燥した立地にアカマツの植林が広

がっている。カラマ、ソオ直林地内にi昆植されていたり、

敷地境に列状に植栽されているアカマツも見ることが

できる。この地域のアカマ、ソ林は、一部が二次林であ

り一部が植林ではあるが、最近下草刈り等が行われて

おらず、相観的・種類組成的に明確な区別をすること

ができない。今回、海抜930-995mの 3地点からアカマ

ツ林の植生調査資料が得られており、そのほとんどが

高さ10mを超え、植栽後15年以上経過している。 3地点

のアカマツ林は、林分の高さが14-23mで、種類組成的

にアカマツ、リョウブ、ヤマウルシ、ヒカゲスゲ、不

ジキ、ヤマツツジなどが特徴的に生育しており、これ

らの種を標徴種及ぴ区分種とするヤマツツジーアカマ

ツ群集Rhododendro-Pinetumdensiflorae Suz.-Tok 

et Usui 1952にまとめることができる。高木第 l層に

アカマ、ソが被度・群度3.3-4.4てす憂占している林内に

は、クリーコナラ群集の構成種でもあるクリ、コナラ、

アオ夕、モ、ウリカエデ、ツリノ〈ナ、ウツギ、 ミズナラ、

ノリウツギ、ダンコウバイ、ヤマウグイスカグラなど

の低木類も生育している。草本層は、植被率が10%と

少なく、ジンヨウイチヤクソウ、へビノネゴザ、サル

マメ、フタリシズカ、ササノ〈ギンラン、サラシナショ

ウマ、ヤマyゲシュウ、オオノ〈ギボウシ、アケビ、アキ

ノキリンソウなどが生育している。出現種数は、林分

によって差があり、 27-55種を数える。

ヤマツツジーアカマツ群集は、西日本のアカマツ林

のまとまりであるモチツツジーアカマツ群集

Rhododεndro macrosepali -Pinetum densiflorae Suz. 

-Tok. 1966に対して東日本を中心に分布するアカマツ

林のまとまりである。ヤマツツジーアカマツ群集は、

アカマ、ソ群団Piniondensiflorae Suz.-Tok. 1966、コ

ナラーミズナラ・オーダー、さらにブナクラスに上級

表-2 つづき

出現l回の種:08-147: Crypto田eriajaponica対， Tl-1.し Loniceragracilipes 17け・1Aカゲヲ S→.Ilex macropoda ljハr
S-1. 1. Acer rufinerveウ')ハrhェy'S-+.2.Euonymus fortunei var. radicans7ルマサキ S-+. Abelia tetrasepalajj7?1γ衿H'S-t. Pyrola 
renifolia γyヨウイチヤクソウ 8-+. Calamagrostis arundinacea var. brachytricha/h"JtA 8ーt.Cirsiu皿 tanakae/ハラn'ミH-t. Eupatoriu田
chinense var. simplicifolium tヨドPハ'ナ 8-t.Agrimonia japonica キYミA'tキ8-t. Pteridi u皿 aquilinu皿 var. latiusculu田ワラピ 8-t. 
Viburnu田phlebotrichu田jトコョゥγメH-+. Aster ageratoides var. harae f. leucanthusVロヨメナ H-t. OH-146:Acer tenuifoliu田tナウチワカエヂ
S-t. Hydrangea田acrophyllavar. acuminataヤマ7グサイ S-t.Rhododendron kaempferiヤマ77V'S 七 Lespedeza cyrtobotrya7~^'^t' S-t. 
Lyonia ovalifolia var. elliptica平グキ S-t.Cornus孟ousaヤマ*'9VS-+. Thelypteris palustristjV~'H-+. Paraixeris denticulata 
竹シソワ 8-t.Adenophola triphylla var. japonica 7'Jh・4ニiV'iH 七 Calamagrostissp. /h'91A属の一種 H-t.2.Carex nanella初f
th1'A1' H-t. Clematis stans川*'~ï H-t. Acer micranthu由民材1y'8-t. OH-25: Sorbus alnifolialA'村シ S-t.Viburnu田 sargentii
カi*'?S-t. Polygonatum lasianthum ミヤマナ骨3:1リ 8-t. Smilax biflora var. trinervulaす舟マメ 8-+. Viola acu田inataエ7・/H7*'Aミレ H-t. 
Epi血ediu田grandifloru田var. thunbergianu田イカリソウ 8-t. Viola hondoensis 1オイAミレ 8-t. Pterocarya rhoifoliaサヮr時ミ Tl-+. Betula 
ermanii r州î'Tl-1. 1. Acer 田onovar. marmoratum 1iコウカエy'S-t. Acer argutu田7"i/川1y:8-t. Goodyera schlechtendaliana 
ミヤマウA';8-t. 08-6:Crataegus cuneataサit'VS-t. Euonymus sieboldianusマユミ S-t. Viola mandshuricaスミレ 8-t. Sanicula chinensis 
ウマ/ミ7̂'H-t. Plectranthus inflexus ヤマハ，h8-t. OH-23: Zelkova serrata ケヤキ T1-1.1. Cornus controversa ミA'tT2-1.し Picea 
関 lita川氏 T2-t. Aralia elata行/キ S-t.Tilia japonica汁/tS-t. Acer mono var. connivensウラケ'liコウカエデ Sーt.Asparagus 
lucidus ?tAt'hA・う H-t. Dioscorea bulbiferaニγ抑198-t. Astilbe thunbergii var. congesta ~')lVV ， 9マ H-t. Arisae田asp. 
'iiナi!i，ウ属の一種 E→.Kerria japonica 'rマ7't8-t. Polygonum cuspidat四イ9ドリ H-t.Potentilla freynianaミ7̂'7H")H-t. 
OH-5:Ixeris dentata=h'ナH-+.Ha岡田lisjaponica?iサク Tト+.Acer palmatum var. amoenu田村モミγS-t.Zanthoxylum piperitu田
サンショウ S-t. Sasa nipponica ミヤコずサ 8-1.2.Sanguisorba officinalis ?レモコワ H-t. Dioscorea tokoroトコロ Eーt.Arisae田apeninsulae 
コウライテンナiV，ワH-t.Sorbus commixtaナナカマド H-t. Celastrus orbiculatus7的月ドヰ H-t.Chrysanthe凹回目akinoi')，9/ゥt'?8-t. Aster 
ageratoides ssp. a田plexifoliusヤマシ目t'~ H-+. Lespedeza bi 
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単位の所属がまとめられている。

(b)カラマ、ソ植林(表-4) 

山腹部で最も広い面積を占めている植生は、カラマ

ツの植林である。しかも、大部分が昭和30、40年代に

植栽されており、樹高も20m前後に成長している。植栽

されたカラマツと結びついて生育する種類が認められ

ず、立地条件や管理形態が様々であることを反映して、

カラマツ植林の構成種は変化に富んで、いる。群落構造

は、林冠を構成しているカラマ、ソが高被度て、生育する

ために、草本層の種類組成、植被率が貧弱となる林分

が多い。

今回佐久地区の12地点から樹高14-24mのカラマツ

植林の植生調査資料が得られており、ウツギ、ヤマウ

ルシ、ツノハシバミ、ハナイカダ、ノリウツギ、クリ、

コナラ、クマヤナギ、 ミズキ、ヤマブドウ、 ミヤマザ

クラなどの常在度が高い。また、クマヤナギ、サルナ

シ、アケビ、カエデドコロ、サルマメなどつる植物も

多く混生している。植生調査資料は、海抜900-1060m

から得られており、出現種数が28-71種を数える。

カラマツ植林の下位単位は、夕、ンコウバイ、へビノ

ネコゃザ、 ミヤマウグイスカグラ、 ミツバアケビ、ササ

パギンラン、レンゲツツジ、リョウブによって区分さ

れる夕、ンコウバイ下位単位と、樹高が16-18mとやや

低〈特定の区分種が生育しないカラマ、ソ植林の典型下

位単位に区分される。ダンコウバイ下位単位は、さら

に、出現種数が49-71種を数え、ヒナスミレ、ヒトリ

シズカ、ボタンズル、ヤエムグラ、サワシパ、チョウ

センゴミシとキオンの生育によって特徴づけられる林

分とアオイスミレ、ズミ、マユミ、タシナサワフタギ、

パイカウツギ、ミツバッチグ 1)、カスミザクラ、ヒョ

ウタンボク、ツルウメモドキ、ナワシロイチゴ、サル

トリイバラ、コナスビとナンテンハギの生育する林分

と出現種数が35-45種と少ない林分とに区分される。

カラマツ植林の土壌は、海抜1000m以上のやや急斜

地が乾燥型土壌、海抜1000m以下の山腹中部には適準

型土壌、山腹下部の緩傾斜地(特に凹状地)には弱湿

性型土壌がそれぞれ成立している。乾性型土壌とは、

表面に薄い粗腐植層をともなった残積性の安山岩また

は流紋岩風化土である。適潤型土壌は、ほ行性一残積

性の火山砕屑物、火山灰風化土で、 2-3mの深さまで

石礁は認められない。弱湿性型土壌とは、表層30cmは

腐植に富む (10-13%)黒褐色埴土(沖積をうけた土

壌)で小一中半角礁を含んでいる、水積性の火山噴出

物風化土である。

また、茂来山の山麓部の緩斜面は桑畑として明治中
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期に開墾されていたとされており、昭和30年以降、こ

れらの耕地がカラマツなどの植林がおこなわれたとさ

れている。現在でも、カラマツ林内には、その痕跡を

見ることができる。

6.考察

海抜1500-1700m以下の長野県佐久地区は、いわゆ

る中間温替といわれ降水量の少ない内陸性の気候条件

にあり、日本の夏緑広葉樹を代表する自然林，ブナ林

が生育していない。今回植生調査資料が得られた佐久

地区の夏緑広葉樹林の植物社会学的位置づけを考察す

ると、ケヤキ林がオオモミジーケヤキ群集にまとめら

れ、静岡県、山梨県に生育しているケヤキの山地渓谷

林と同一群集であることが明らかになった。すなわち、

オオモミジ ケヤキ群集は、太平洋沿岸域から天竜川、

富士川流域、諏訪盆地、さらに佐久へと分布の広がり

を認めることができる。今後、千曲川・信濃川の流域

を下流域まで調査することによってオオモミジ ケヤ

キ群集の分布特性が明らかになると思われる。

また、クリーコナラ群集は、分布が広範囲に及んで

おり、種組成的に貧弱なクリーコナラ林のまとまりで

もある。したがって、中間温帯といわれる地域の(潜

在)自然植生との関係で考察することによって、群集

の特性がより明らかにすることができるが、種類組成

だけでは結論がでにくいことも事実である。

7. まとめ

1989年6月から1990年7月にかけて、長野県南佐久

郡佐久町に位置している茂来山(海抜1718m)の山腹部

を対象とした現地調査を実施した。現地植生調査資料

の植物社会学的方法による解析を行った結果、夏緑広

葉樹林はオオモミジーケヤキ群集とクリーコナラ群集

にまとめられた。同時に植生調査を実施したアカマ

ツ・カラマツなどの植林(人工林)についても植物社

会学的解析を行い、アカマツ林はヤ7 ツツジーアカマ

ツ群集とほぼ同ーの種組成からなる林分であり、立地

条件と人為的影響との差異に応じた種類組成の林分が

成立していることが認められた。

8.謝辞

本調査・研究に際して、故高木孝雄先生(東京農業

大学)から土壌学的ご示唆を仰いで、いる。記して先生

への感謝を申し上げるとともに、ご冥福をお祈りいた

します。



佐久・茂来山北斜面の森林植生

表-3 アカマツ林(植林及ぴ二次林;ヤマツツジーアカマツ群集)
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Viola固irabilis var. subglabra イプキスミレ H 1 ・2
Sambucus sieboldiana ニワトコ S.H 1・2
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Boehmeria tricuspis アカソ H 3・3
Pyrola renifolia ジンヨウイチヤクソウ E 
Smilax biflora var. trinervula サルマメ E 
Euonymus oxyphyllus ツリパナ S. H ・
Pyrola incarnata ベニバナイチヤクソウ 「
Prunus grayana ウワミズザクラ s 
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No. of releve(OB-): 調査番号:
Area(m'): 調査面積:
Elevation 海銀高
Exposure/Steepness(") : 方位・傾斜
Beight of tree-1 (m): 高木第1J置の高さ
Cover of layer-1(S): 高木第1}置の植被率
Beight of tree-2(m): 高木第2眉の高さ
Cover of tree layer-2(S): 高木第2層の植被率
Height of shrub(m): 低木層の高さ
co何 rof shurb(S): 低木眉の植被率
Beight of herb(m): 草本層の高さ
Cover of herb(S): 草本酒の植被率
T'otal number of species: 出現種数:
Fd!fo四st伺 tree-speCles: 植書記梱檀

Larix kaempferi カラマツ
Pinus densiflora アカマツ
Diffe悶 ltials開 ciesof山由r... 血比s: 下位単位区分種
Lindera obtusiloba ダンコヴパイ
A thyri um yokoscense へピノネゴザ
Lonicera gracilipes var. glandulosaミヤマウグイスカグラ
Akebia trifoliata ミツバアケビ

Cephalanthera longibracteata ササパギンラン
Rhododendron japonicum レンゲツツジ
Clethra barbinervis リョウプ
Viola takedana ヒナスミレ
ぬloranthusjaponicus ヒトリシズカ
Clematis apiifolia ボタンヅル
Galil皿 spuriu回 f.strigosum ヤエムグラ
Carpinus corda ta サワシパ
Schisand目 chinensis チョウセンゴミシ
Senecio nemorensis キオン
Viola hondoensis アオイスミレ
IIalus sieboldii ズミ
Euonymus sieboldianus マユミ
Symplocos soreana タンナサワフタギ
Philadelphus satsumi パイカウツギ
Potentilla freyniana ミツバッチグリ
Prunus verecunda カスミザクラ
Lonicera田orrowi キンギンポク
Celastrus orbiculatus ツルウメモドキ
Rubus parvifolius ナワシロイチゴ
Smilax china サルトリイバラ
Lysimachia japonica f. subsessilisコナスビ
Vicia unijuga ナンテンハギ
co野anions: 随伴種
Deutzia crenata ウツギ
Rhus tri chocarpa ヤマウルシ
Coryl us sieboldiana ツノハシパミ
Hehingia japonica ハナイカダ
Hydrangea paniculata ノリウツギ
Castanea crenata クリ
Quercus serrata コナラ

クマヤナギ
ミズキ
ヤマブドウ
ミヤマザクラ
サルナシ

表-4

Berchemia race皿osa
Cornus controversa 
Vi tis coignetiae 
Prunus maximowiczii 
Actinidia arguta 
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表-4 カラマツ植林(後半)
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